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１ 主に京都で活動する｢ヨウキンズ｣の首領。某ミュージシャンの名前と似ているがまったくの偶然。

２ 仙台藩在住。精力的に各地に出かけ、主にラマリアを調べる。大変タフで朝までオールオッケー。

今年からは鳥取で学生になる。 

３ キンコンズ等に所属。主にルスラを得意とし、マッシュキングダム総会ではアマチュア団体コー

ナーをとりまとめる。 

三休むかしばなし 

 

「 ヨーキング・ドリンクイーン・三休さん  仙台大合宿 」 
 

三休さん 

 

（主題歌）「いざ行け！きのこ軍団」 

信じられるか このメンバー 

日本最強の きのこ軍団 

ヨウキンズと仙台と菌懇と 

いろんな団体が参加した 

「高いとこはやだ！」ヨーキング 

「朝まで飲もう！」ドリンクイーン 

「むかしばなし！」三休さん 

ひとりひとりがきのこの数寄者 

徒党を組んで きのこを探す 

スーパー スーパー 

スーパーきのこ軍団 

スーパーきのこ軍団 

 

むかしむかしあるところに三休さんとい

う人がおったそうな。 

三休さんは山城国三休寺に住んでおって

の、京で活動するヨウキンズに参加してお

るのじゃが、チバキンズでも活動しておっ

たのじゃ。 

全国各地ではいろんなきのこ団体が活動

しておるのじゃが、マッシュキングダム総

会のアマチュア団体コーナーでの展示など

以外では交流する機会というのはなかなか

ないのじゃ。これまでも信州での合同合宿

 
ホールで記念撮影する合宿参加者 

 

というのはあったのじゃが、ほかにはあま

りないようじゃのう。広い日本では、地方

によって同じきのこでもちがいがあるよう

じゃし、こちらの地方であるものがこっち

ではないということもあるからの、情報交

換も必要じゃのう。 

そこで、ヨーキング*1とドリンクイーン
*2、ゴードン*3が中心となって、仙台での合

同合宿が計画されたのじゃ。各地の団体が

一同に会して交流しようと言う試みじゃ。 

メールなどを通じてヨーキングが参加を

呼びかけると、なんと120名以上の参加者

があったのじゃ。最初は参加を希望してお

っても、事情で断念したプレジデント*4、
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４ 博物館勤務でチバキンズの世話役。京都のホテル「ホワイトハウス」に宿泊したことがある。 

５ 都大学助教授。かつてヨウキンズのメールサーバーを管理していた。得意分野はアマニタ。 

６ 松茸増殖などを研究していたが昨年から単身赴任でバード大学教授。マッシュキングダム幹部。 

７ 全国をかけまわる越後屋番頭。商売上手なマダムキラー。 

サーバトロン*5、ブリーダー*6のような場合

もあったのじゃが、それでも100人以上が

参加する、史上初めての大合宿なのじゃ。

それにしても豪華なメンバーよのう。最近

ではこんなメンバーが一同に会することな

どはマッシュキングダム総会でもまずない

じゃろうのう。北から青森、仙台、千葉、

石川、菌懇、三重、関西、愛媛、広島、山

口、九州など各地から参加者が来ることに

なったのじゃ。「日本最強のきのこ軍団」と

いうのもあながち間違いではないじゃろう。

開催に向けて、ヨーキングら世話役では参

加者に注意事項や持ち物などを通知したの

じゃが、まるで学校の修学旅行のようじゃ。 

 

仙台は思ったより近かった 

 三休さんは今まで東北に行ったことがな

いからの、とても楽しみにしておったのじ

ゃ。地元にはないきのこがたくさんあるか

と思うとわくわくするのう。 

 合宿は７月27日から30日までなのじゃ

が、ヨーキングがその前日から仙台に行く

というからの、三休さんも行くことにした

のじゃ。さらに、修兵衛どん*7もその日に

来るというのじゃ。修兵衛どんはヨーキン

グが決して乗れない飛行機での参加じゃ。 

 26日は朝の６：31に京都を出る新幹線に

乗っていったのじゃ。今まで東北などとて

も遠いイメージがあったのじゃが、仙台ま

でじゃとなんと最速４時間ほどで行けるの

じゃ。思ったよりも近いものよ。そうして

東京で乗り換えて、11：00には仙台に到着

した三休さんとヨーキングじゃったが、ち

ょっとしたアクシデントがあったのじゃ。 

東京で東海道線を降りて、東北線に乗り

換えようとしたときじゃ。改札を通ろうと

した三休さんはなにか手元がさびしいこと

に気が付いたのじゃが、なんと宿舎に展示

するため持ってきていたはずのヨウキンズ

ポスターを電車の中に忘れてきてしもうた

のじゃ。これはたいへんじゃ。あわててホ

ームにもどって座席付近を見てもないのじ

ゃ。電車はもうすぐ車庫に向かうというの

にどうすればいいのじゃろう。駅員に聞く

と、忘れ物として回収されておったのじゃ。

よかったのう。 

 

採集コースの下見に出発 

仙台に到着したヨーキングと三休さんは

ドリンクイーンと落ち合い、まずは市内の

宿舎に向かったのじゃ。ちょうどこのころ、

仕事でこちらへ出張してきていた修兵衛ど

んとも落ち合い、自動車で蔵王方面へでか

けたのじゃ。蔵王のほうは今回の採集コー

スのひとつじゃから、下見もかねておるの

じゃ。３人を乗せた車は高原地帯に入り、

どんどんと山を登っていったのじゃ。途中、

路肩にきのこが生えておるのも見えたので

これは期待できるのう。ちょうど昼頃じゃ

ったので、途中で昼飯を買うことにしたの

じゃ。ドライブインみたいな店で買い物し

ておると、ふと、あやしげな飲み物が目に

入ったのじゃ。「コロナパイン」とかいう、

聞いたこともないもので、おそらく地方限

定マイナードリンクなのじゃろう。これは

ぜひ飲んでみなければならぬ 。「無果汁」
と書いてあるとおり、原材料は砂糖と酸味

料と香料と黄色４号じゃ。飲んでみるとま
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８ 大分のきのこ指導員。ヨウキンズ創立時メンバーのひとり。 

９ 宮崎の博物館勤務。南国に住んでいるため、北に行くと寒がる。 

10 地元仙台できのこ栽培をしている。 

さしく「砂糖水」じゃった。瓶を見ると、

「三ツ矢サイダー」と書かれておる。三ツ

矢サイダーの瓶をリサイクルして使ってお

るのじゃ。店では飲み終わった瓶を回収し

ておったようじゃが、三休さんは記念に持

って帰ったのじゃ。 
一行は滝がよく見えるという絶景ポイン

トにやってきたのじゃ。付近の森もとても

いいかんじで、いかにもきのこがありそう

じゃ。車を止めて記念撮影し、展望台に行

ったのじゃ。そこで昼飯を食って景色やき

のこの写真を撮っておると、外国人観光客

の一行がなんだとたずねるので「マッシュ

ルーム！（訳：これはきのこです。）」とい

うと、「エディブル？（訳：食べられるんで

すか？）」とか聞いてきたりするのじゃ。展

望台は「不動滝」と「三階の滝」が見え、

遠くに蔵王山頂付近も見える絶景ポイント

じゃ。この日はとてもいい天気で遠くまで

よく見えておったのじゃ。よかったのう。 

だんだんと山を登るにつれて樹木が低く

なり、いかにも高山帯というかんじじゃ。

未舗装の林道？まで入り、車を止めて森に

入ってみたのじゃ。高山植物などもあって

いいかんじの森じゃが、きのこは見あたら

なんだ。標高の高い所ではまだ寒いからか

のう。山頂付近の展望台まで来ると、車を

降りたのじゃ。ここまで来ると、風も強く

て寒いのう。ここらはほとんど森林限界で、

岩場や草地が多いのじゃ。山頂には火口に

水がたまった「お釜」があるのじゃ。 

やがて頂上付近に到着した一行は、お釜

を見学したのじゃ。火口湖のお釜は時間帯

によって水の色が変化するというのじゃ。

せっかくなので三脚を建てて撮影しようと

したのじゃが、風が強くてとても寒いのじ

ゃ。もう少し先に本当の山頂があるのじゃ

が、とてもそこまで登ってはおられん。見

学を終えた一行は市内へと戻ったのじゃ。 

 

牛タン、タタミイワシ、白松ガ最中・・ 

 夜はホテル近くの居酒屋で宴会じゃ。し

かし、三休さんは、前日は午前３時までか

かって名刺を作っておったりしたものじゃ

から、飲んでおるうちに爆睡してしもうた

のじゃ。目が覚めると10時ごろに到着した

ジャン貴帝*8やミスターブルース*9も合流

しておったのじゃ。なんでも、２人は牛タ

ンを食べるのを楽しみにしておったらしい

のじゃがの、残念なことにここは牛タン屋

ではなく、すでにメニューの牛タン料理も

なくなっておったのじゃ。悔やまれるのう。

ゴードンや地元のキノッコス*10も同席。セ

ンダインズは「ざる」が多いのかわからぬ

が、キノッコスもこのときグラス３杯の冷

酒セット「きき酒セット」や焼酎ロック３

種類などを飲んでなおも平気じゃった。 

仙台に来たのであれば、やはり名物牛タ

ンは食さねばならぬ。ジャン貴帝らが来る

前にみそ漬けを食べたのじゃが、普段焼き

肉屋で食べる牛タンは紙のように薄いのに、

これは結構な厚みがあり柔らかかったのじ

ゃ。海にも近い仙台は、海産物もよいらし

くての、さんまのさしみなんかも脂がのっ

てまいうーじゃのう。 

他にも名前は知っておったのじゃが、タ

タミイワシははじめて見たのじゃ。ちいさ

いじゃこのようなのをかためて板状にして

あるのじゃが、これが漫画「あさりちゃん」

に出てくるあさりの姉タタミの由来じゃ。

午前０時ごろになるともう店じまいじゃと

いうから、三休さんらはホテルに戻ったの
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11 つくばの薬剤師。ミケナを得意としている。ガンダムファン。 

12 チバキンズ副会長で早足の夫となんでもゴージャスな妻のコンビ。 

 

じゃが、それでもドリンクイーン、ゴード

ンらだけはそのまま居座っておったそうな。 

 ２日目の朝、ホテルのまわりを散歩して

おると、ふとある店が目に入ったのじゃ。

「GUNDUM SHOP BAR」という店らしい。ホワ

イトラビット*11が見たらさぞかし入って

みたくなるじゃろうのう。市内でやたらと

看板が目に付いた仙台名物「白松ガ最中」。

その店がホテル近くにあったのじゃ。９時

くらいにオープンしておったので、さっそ

く試しに買ってみたのじゃ。これでうまけ

れば土産として買うことにしようかのう。 

 

「戒律」が厳しい宿泊施設 

 10時くらいに駅に出た三休さんら先発

隊は、そこで到着した参加メンバーと合流

し、みんなでマイクロバスに乗る場所まで

歩いていったのじゃ。駅から降りるエスカ

レーターをまちがえて引き返したりうろう

ろしながらバスが待つ場所まで歩いていく

きのこ軍団。一行はマイクロバスに乗り込

み宿舎のある泉が岳へ向かったのじゃ。途

中、高台に立ち並ぶ住宅地が見えたのじゃ

がこの一角にドリンクイーンの邸宅がある

らしい。宿泊地である「泉が岳自然の家」

に到着すると、さっそく集会が行われたの

じゃ。ヨーキングのあいさつにはじまり、

所長のありがたいお話、職員によるリカち

ゃん人形を使ったふとんの使い方講座など

が行われたのじゃ。ここはよくある「青少

年山の家」みたいな県営の施設じゃからの、

「戒律」が厳しいのじゃ。起床から食事、

風呂、消灯時間など決められた時間割に従

って生活せねばならぬ 。はたしてみんなち

ゃんと守れるかのう。 

いよいよキノコ探しに出発！ 

 翌28日はいよいよ採集初日じゃ。参加者

はいくつかのコースに分かれて採集するの

じゃが、三休さんは修兵衛どんとクイック

ウォーク＆ミズゴージャス*12の車で蔵王

へ行ったのじゃ。しかし、最初はずっとい

い天気だったはずの週間予報がいつのまに

か雨になったのじゃ。それにはわけがあっ

ての、むかしから合宿で修兵衛どんとジャ

ン貴帝が一緒になると台風が来たり天気が

大荒れになるというジンクスがあるのじゃ。

今回もその「ダブルパワー」が健在である

ということが証明されたというわけじゃ。

最初に探索した蔵王の高い場所ではきのこ

が少なく、参加者はあまり発見することが

できなんだようじゃ。三休さんらは少し下

のほうできのこをさがしたのじゃが、最初

にいいかんじの森といっておった場所あた

りでイグチなどを採集することができたの

じゃ。三休さんらは、道中にあった店が気

になっていたので、覗いて見たのじゃ。「山

菜ときのこシリーズ」って「シリーズ」と

いうのがなんとも味わい深いのう。店頭に

並んだきのこの数々。みんな水煮の袋詰め

じゃが、「あみこ」とはアミタケ、「おりみ

き」というのはナラタケなんじゃそうな。

ということは、「エセオリミキ」というのは、

ナラタケの偽物ということかのう。合宿で

は蔵王のような高山帯から里山まで数カ所

にわかれて採集したのじゃが、今回は里山

や海岸のほうがたくさんあったようじゃ。

今回は地元仙台のメンバーが運んできた顕

微鏡や合宿のために用意された資材を使っ

て観察や同定が行われたのじゃ。同定作業

は宿舎の２つの研修室を借りて行われ、採



千葉菌類談話会通信 22 号 / 2007 年 3 月  25 

――――――――――――――――― 

13 修兵衛の生き別れの兄ともいわれる。洋書

の輸入販売を手がけるネット書店を主宰す

る。 

集地ごとにきのこが並べられたのじゃ。さ

らにもうひとつの研修室では各団体の活動

を伝えるポスターが貼られたり、グッズや

書籍の販売が行われたのじゃ。ネット書店

を主宰するハマー・チャン*13はここでも臨

時開店して、本のほか、いとこが手がける

という革製品も販売しておった。中には最

近改訂されたフィールド用図鑑のブックカ

バーなんかもあるのじゃ。 

 宿舎の１階にある食堂で決まった時間に

みんな交替で食事をするのじゃが、一度に

100人以上集まると混雑するのう。普段の

食事は決まったメニューなのじゃが、この

日の夕食は特別に懇親会ということで、た

くさんの料理が並んだのじゃ。この宿舎は

禁煙・禁酒じゃからの、みんなおとなしく

規則正しい生活をしておるのじゃ。懇親会

も「宴会」ではないからの、お酒抜きの食

事会じゃ。懇親会が終わると、三休さんら

は規則正しく時間どおりに就寝したのじゃ。 

 

雨の中、ミミブサタケを見つけた 

ダブルパワーのおかげで採集２日目の

29日も雨じゃった。この日三休さんは、宿

舎からわりと近い泉が岳周辺をまわること

にしたのじゃ。近くのスキー場リフト乗り

場近くの雑木林で、この辺に出るというミ

ミブサタケを見つけたのじゃ。三休さんは

思わず「アター！」と叫んだのじゃ。雨が

降っているとはいえ、まだましなので写真

を撮ることができるわい。 

このミミブサタケの下には菌核が埋まっ

ておるので、三休さんは慎重に周辺の土と

ともに掘り出したのじゃ。深いかと思われ

たのじゃが、案外小さかったのじゃ。掘っ

ておる最中にミミブサタケからは胞子が煙 

 
見つけたミミブサタケ 

 

のように吹き出しておったのじゃ。続いて

三休さんらはモミ林のある場所にいったの

じゃ。ここでは８月初旬にオオモミタケが

出るというのじゃが、この日はなかったの

じゃ。それにしてもなんと立派なモミの木

よ。 

昼になったので、昼飯にするのじゃが、

合宿では参加者はみな弁当を持っておるの

じゃ。しかし、案内人が地元の店に案内す

るというので、「田舎レストランふるさと」

にやってきたのじゃ。店はいかにも田舎の

農家を改造したような趣じゃ。レストラン

敷地の片隅に、切り株に絵を描いた衝立が

置かれておったのじゃが、よく見ると、な

ぜかきのこを担いだ人物が描かれておるの

じゃ。不思議じゃのう。参加人数も多いの

で、店の中ではなく、庭先で弁当を食いな

がら、案内人おすすめの雑煮を注文したの

じゃ。庭先でマンネンタケやアラゲコベニ

チャワンタケ？なんかを見つけだしたのは

きのこ団体の性かのう。雑煮は醤油ベース

で、シイタケやマイタケのほかに野菜も数

種入っておって、さらにもちは３個も入っ

ておって、これで350円じゃ。なかなかま

いうーじゃのう。これが仙台風かのう。 

 

ツチアケビが咲いておる 

昼からは、伊達政宗の息子が建立したと

いう寺を案内されたのじゃ。住職のお話で、
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14 中学生のころからその存在が注目されてい

た人物。腹菌類を得意とする。 

本堂に展示されておる、江戸時代の剣術の

免許書を見せてもらったりしたのじゃ。集

落からはずれて、山の中にぽつんと建って

おる静かな寺じゃ。三休さんとしては自分

の住んでおる三休寺のほうがいいがの。寺

についてさっそく、駐車場のすぐ横に、ツ

チアケビが咲いておるのが見つかったのじ

ゃ。ツチアケビはナラタケが菌根を作って

おるという蘭で、今まで実は見たことがあ

ったのじゃが、花はほとんど見たことがな

いのう。色は褐色系で地味じゃが、こうい

う場所では目立つのう。この場所では４株

もあったのじゃ。寺を見学した三休さんら

は、周囲の森できのこさがしをしたのじゃ。 

 
ナラタケが菌根を作るツチアケビの花 

 

寺の周囲の竹林や広葉樹林を歩いておる

と、ドクツルタケやタケリタケ、ツチアケ

ビなどが見られたのじゃ。周りを一周して

寺に戻ってくると、ササクレヒトヨタケが

あったのじゃ。また、寺の境内にはすこし

かわった腹菌類があったのじゃ。ノウタケ

にしては少しかわっとるのう、ということ

で持ち帰られたのじゃが、後でティガー*14

らの調べによって、ダンゴタケの仲間とい

うめずらしいものじゃと判明したのじゃ。

ホコリタケなどと比べても口の開き方がか

わっておるのう。 

 この日に他の場所で採集されたものには、

断面が上下とも青くなる「ヤマナラシノア

オネノヤマイグチ」という長い名前のイグ

チやいろんなホウキタケがあったのじゃ。

トビイロホウキタケは話に聞いたり写真を

見たことはあるが、実物を見たのははじめ

てじゃのう。全体は茶色いのじゃが、先端

部が水色なのじゃ。他にもめずらしいルス

ラは、カラーリングがまたかわっておるの

じゃ。カサの中央部が紫色で、周辺部が草

色、柄がピンクで、さわったり傷つくと黒

く変色するのじゃ。こんなのはじめて見た

のう。同じきのこでも地域によって解釈が

ちがうようじゃが、「アイバシロハツ」とさ

れたものはたしかに柄の付け根とヒダは青

っぽいのじゃが、関西などではこれはシロ

ハツの範疇に含まれるものじゃ。しかし、

仙台ではこれがアイバシロハツなのじゃそ

うな。 

 

「鬼の目にも涙」の解散式 

 最終日の 30日は朝から解散式が行われ

たのじゃ。戒律の厳しい宿舎では、毎日、

反省ノートなるものを書くのじゃが、この

日の朝に提出せねばならぬのじゃ。三休さ

んの部屋では模範的にちゃんと書いて、掃

除して部屋を出たのじゃ。ベッド横にはふ

とんの畳み方の写真がはっておったのでば

っちりじゃ。解散式では、参加団体の代表

からあいさつがあった（チバキンズはクイ

ックウォーク）後、世話人を代表してドリ

ンクイーンがあいさつしたのじゃ。去年か

らその立ち上げから準備、現地での調整な

どをしてきたものじゃから、それがとうと

う終わりを迎えたということで、思わず涙

があふれてしもうたのじゃ。それをうけた

ヨーキングの「鬼の目にも涙」という言葉

が受けたのう。そして、参加者はそれぞれ

バスや車で宿舎を後にしたのじゃ。これか
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15 マウンテンアンドバレイ社で雑誌や図鑑の編集に携わってきた人物。 

16 バイクやスタジオカーできのこを求めて走り回り白バック撮影に定評がある。きのこを使ったパ

スタを作る。記念撮影時に高い所に登る。 

17 硬質菌の権威。国内研究者の中枢機関マッシュキングダム幹部。今年の総会が地元で開催される。

18 九州軍団の一員。熊本からでもよく遠くの合宿に参加する。実は名前ほど飲めない。撮影ではよ

く配置換えする。 

19 現在のヨウキンズサーバーの管理者。 

らまっすぐ帰るもの、寄り道するものいろ

いろじゃ。やはりというか、忘れ物がいく

つかあったがのう。 

 

ニンジャライダーはどこに寝たのか？ 

三休さんは修兵衛どんやエディタ*15、九

州軍団と同じ部屋に泊まったのじゃが、同

室のニンジャライダー*16は夜はいつもス

タジオカーで撮影しておるので、門限まで

にもどれず部屋では寝ておらんのじゃ。夜

中に外からときどきフラッシュが光るのが

見えるので、知らぬと稲光かと思ってしま

うのう。 

 

牛タン定食（塩）を食べた 

三休さんは宿舎からゴードン号に乗せて

もらい、泉駅前に向かったのじゃ。ヨーキ

ングら世話人もいっしょにデパートのレス

トランに入り、お茶を飲んで解散したのじ

ゃ。ミスターハード*17とホワイトラビット、

ゴードンらは車で帰り、ドリンキング*18や

修兵衛どんは飛行機で、三休さんはヨーキ

ング・フィッシャーマン*19と新幹線で帰る

ことにしたのじゃ。 

仙台駅で昼飯を食うことにしての、店を

探しておったら、偶然母上一行らと顔を合

わせたのじゃ。そして、駅の牛タン通りの

店で牛タン定食（塩）を食べたのじゃ。テ

ールスープと麦飯がついておってなかなか

あうのう。他にもいろんなメニューがあっ

 
駅の牛タン通りの店で牛タン定食を食べた 

 

たので、今度はじっくりと味わいたいもの

よ。 

 

交流が進んで欲しい 

今回の合宿は、時間的な制約があったり、

天候に恵まれなんだことはあったが、はじ

めて東北に行ったこと、いろんな団体の人

らと会えたのはよかったのう。こんなこと

は毎年はむずかしいかもしれんがの、これ

から交流が進んでいくといいのう。そうい

えば、ドリンクイーンは今年は鳥取に行く

らしいからの、次は鳥取合宿やもしれぬの

う。 

そういえば、プレジデントが参加できな

んだわけはの、どうやら、博物館でアクシ

デントがあったらしいのじゃ。どっぺんぱ

らり。 

 

 


